
か
ら
、
逆
に
環
境
負
荷
の
大
き
い
使
い

捨
て
容
器
（
リ
サ
イ
ク
ル
容
器
）
の
割

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

確
か
に
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
上
が
り
ま
し

た
が
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
増
え
続
け
て

い
る
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス

（
再
使
用
す
る
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資

源
化
）
の
３
Ｒ
の
考
え
方
に
沿
っ
た
形

で
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
議
会
は
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
見
直
し
に
向
け
て
、
次
の
事

項
を
速
や
か
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

１
　
回
収
コ
ス
ト
を
製
造
事
業
者
の
負
　

担
と
す
る
こ
と
。

２
　
容
器
再
使
用
の
促
進
の
た
め
の
施

策
を
講
じ
る
こ
と
。

３
　
回
収
率
向
上
の
た
め
の
経
済
的
措
　

置
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

平
成
17
年
３
月
24
日
　
　
　

大
村
市
議
会
　
　

[

提
出
先]

内
閣
総
理
大
臣
、
環
境
大
臣
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長

【
陳
情
第
１
号
】

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
や
「
給
与
構
造
　

見
直
し
」
に
反
対
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
の
件

[

陳
情
者]

日
本
国
家
公
務
員
労
働
組
合
連
合
会

中
央
執
行
委
員
長
　
堀
口
士
郎（報

告
）

【
陳
情
第
２
号
】

市
道
１
０
８
号
線
、
宮
小
路
〜
矢
次

線
の
路
肩
整
備
に
つ
い
て
の
陳
情
の

件

[

陳
情
者]

竹
松
町
内
会

会
長
　
吉
村
武
一
　
　

（
報
告
）

１
９
９
７
年
４
月
に
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
行
の
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

は
、
再
使
用
容
器
（
リ
タ
ー
ナ
ル
容
器
）

の
経
済
的
負
担
が
相
対
的
に
重
い
こ
と

陳
　
　
　
情 

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」の 

　
　
　
改
正
を
求
め
る
意
見
書 
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編
集
後
記
を
御
覧
の
皆
様
、
い
つ
も

議
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
委
員
会
は
議
会
終
了
後
、
市
民

の
皆
様
に
議
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
の

ど
れ
を
又
ど
の
様
に
表
現
し
た
ら
正
確

に
お
伝
え
で
き
る
か
、
毎
回
悩
み
な
が

ら
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
新
年
度
の
予
算
が
一
部
修

正
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
に
上

程
さ
れ
ま
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
も

各
常
任
委
員
会
で
長
時
間
に
亘
り
審
議

さ
れ
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
僅

か
な
説
明
と
結
論
し
か
記
載
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
に
立
場
が
変
わ
れ
ば

評
価
の
違
い
が
生
ず
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
違
い
を
埋
め
る
も
の
は
、
私

ど
も
議
員
の
説
明
責
任
し
か
な
い
の
で

は
と
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
疑
問
・
質
問

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
の
議
員
ま

で
お
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
田
中
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長
　
田
中
　
　
守

副
委
員
長
　
伊
川
　
京
子

委
　
　
員
　
大
崎
　
敏
明

〃
　
　
　
久
野
　
正
義

〃
　
　
　
小
林
　
世
治

〃
　
　
　
辻
　
　
勝
徳

〃
　
　
　
宮
本
　
武
昭

〃
　
　
　
松
崎
　
鈴
子

編
　
集
　
後
　
記 

近
年
、
自
動
車
社
会
は
益
々
増
大
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
悲
惨
な
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に

憂
慮
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
中
で
も
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
は
、

交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る
極
め
て
悪

質
・
危
険
な
行
為
で
あ
り
、
絶
対
に
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
議
会
議
員
の

１
名
が
引
き
起
こ
し
た
「
飲
酒
車
両
事

件
」
に
関
し
て
は
、
市
民
の
範
と
し
て

の
立
場
か
ら
考
え
て
も
、
弁
解
の
余
地

な
く
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、
慙
愧
に
耐

え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
事
件
を
自
分
の
こ
と
と
考

え
、
大
き
な
反
省
を
込
め
、
下
記
事
項

の
徹
底
を
図
り
、
も
っ
て
交
通
事
故
の

な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
更
に
努
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１
　
飲
酒
し
た
ら
、
絶
対
に
運
転
し
な

い
。

２
　
運
転
者
に
は
、
絶
対
酒
を
飲
ま
せ

な
い
。

３
　
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
、
絶
対
運
転

を
さ
せ
な
い
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
17
年
３
月
２
日
　
　

大
村
市
議
会

議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
政
府
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
追
放
に
関
す
る
決
議 

決 

議 


